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2と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

10月 6日･7日
大松杯バレーボール大会大松杯バレーボール大会
宇多津体協

準優勝

1月 27日
町給食センターが、運営管理で優れた成果を挙げたと

して、香川県教育委員会から｢香川県学校給食優良共同
調理場表彰｣を受賞。（11月15日には、文部科学大臣表
彰を受賞、12ページ参照）。

2月 10日
  宇多津北小学校で、地震により発生した火災・津波を
想定した初めての避難訓練を実施。

3月 8日
谷川町長が、町議会の所信表明で、行政の透明性や住

　民との意思の疎通を活発にする、｢フェイスブックまち
　づくり宣言｣。香川県内の自治体で初めて。

4月
防災機能強化に向け、危機管理課を設置。
住民生活課に「すぐやる担当」を配置。
「まちづくりアドバイザー」として、佐賀県武雄市の
樋渡啓祐市長ら 3氏に委嘱。

地籍調査開始。災害発生時などに土地の境界が不明に
なった場合の迅速な復旧や境界トラブルを未然に防
止するため、境界の再確認、近代的測量による記録
作業を開始。
子ども医療費助成制度新設(小学3年生まで無料) 。
住宅用太陽光発電システム設置費補助制度新設。
井戸掘削への補助制度新設(今年度は受け付け終了)。

・
・
・

・

・
・
・

1月 8日
成人式
10７人が新たな門出。

11月 4 日
保存会設立 40周年
＆第 20回記念太鼓台祭り

11月 3日･4日
秋の大収穫祭

10月 27日・28日
うたづ秋祭り

9月 17日
敬老会
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る
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返
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振
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返
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の
一
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振
り
返
る

準優勝
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8 月 11日・12日
ううたづ夏祭り

7月 20日
打ち水大作戦

10月 6日
抜穂式

7月 28日 アロハナイト

3月 3日･4日
うたづの町家とおひなさん
古街に県内外から 2万人来場

7月 1日
  景観計画・景観条例を施行。～「自然に抱かれ、歴史･
文化とにぎわいが融和するまち 宇多津」をめざして～

7月 17日
  岐阜県岐南町と災害時応援協定締結。遠隔地との協定
　で広域災害への防災体制を強化。
8月１日
  津波避難ビルにホテルサンルート瀬戸大橋を
指定。

9月 14日
   「日本対がん協会賞」を受賞。子宮頸がん検診・乳がん
　検診で若い世代への取り組みの結果、受診率が県内１位
　となったことが評価。
10月 1日
  相談支援センターを設置。保健師、児童相談員、精神保
健福祉士らが、障害者、児童、DV についての相談などを
行う。

10月 23日
「宇多津の塩」を大相撲小豆島オリーブ場所で初めて使用。
塩あめ･塩キャラメルも販売し、町や特産品をPR。

11月 4日
保存会設立 40周年＆第 20回記念宇多津太鼓台祭りを

　宇多津商工会館前を中心に華やかに開催。

2月 14日
子ども議会
より良い町づくり提案

4月 8日
歩天 UTAZU～桜どおり
晴天に恵まれ２年ぶりの開催

5月 30日～6月 3日
第 2回ボランティアバス

6月 17日
町内で20年ぶりの献穀米田植式町内で20年ぶりの献穀米田植式

6月 7日
  「災害時の医療救護活動」の協定を町と坂出市医師会、
綾歌郡歯科医師会、坂出市薬剤師会が締結。
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4と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

　「
人
権
週
間
」
に
あ
た
り
、
国
際

連
合
（
以
下
「
国
連
」）
と
日
本
の

人
権
問
題
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

人
権
週
間
と
は

　
毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

は
人
権
週
間
で
す
。
そ
の
由
来
は
、

国
連
が
１
９
４
８
年
12
月
10
日
に

「
世
界
人
権
宣
言
」
を
採
択
し
た
の

を
記
念
し
、
そ
の
普
及
を
図
る
た

め
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
会
連
合
会
が
決
め
た
こ
と
に
始

ま
り
ま
す
。
同
じ
年
に
「
人
権
擁

護
委
員
制
度
」
も
作
ら
れ
ま
し
た
。

世
界
各
国
は
12
月
10
日
を
「
世
界

人
権
デ
ー
」
と
し
て
様
々
な
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
（
写
真
は
国

連
本
部
ビ
ル
）。

世
界
人
権
宣
言

　
二
度
に
わ
た
る
世
界
戦
争
が
、

大
量
の
人
々
の
人
権
を
犠
牲
に
し

た
こ
と
を
反
省
し
、
国
連
は
す
べ

て
の
人
に
人
権
と
自
由
を
保
障
す

る
こ
と
を
誓
い
、「
世
界
人
権
宣
言
」

（
以
下
「
宣
言
」）
を
採
択
し
ま
し
た
。

「
宣
言
」
は
条
約
と
異
な
り
強
制
力

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
際
条
約
や

加
盟
国
が
法
令
を
作
る
と
き
の
参

考
と
さ
れ
、
各
国
の
人
権
水
準
を

高
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
も
国
連
の
人
権
諸
条
約
を

受
け
、「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」

や
「
人
権
教
育
啓
発
推
進
法
」
な

ど
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

国
連
の
取
り
組
み

　
国
連
は
、「
宣
言
」
を
具
体
化
す

る
た
め
に
国
際
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
単
年
度
の
取
り

組
み
（「
国
際
婦
人
年
」「
国
際
障

害
者
年
」
な
ど
）
の
ほ
か
、
特
に

重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
10
年

単
位
で
取
り
組
み
ま
す
。
例
え
ば
、

「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
10
年
」

（
１
９
９
５
〜
２
０
０
４
）
で
は
、

日
本
で
も
「
人
権
教
育
10
年
」
と

し
て
、
政
府
や
自
治
体
な
ど
に
よ
っ

て
公
務
員
や
教
職
員
な
ど
の
研
修

が
積
極
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
に
国
連
人
権
理
事
会
も
２

０
０
６
年
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

理
事
会
（
日
本
な
ど
47
か
国
）
は
、

各
国
の
人
権
状
況
を
定
期
的
に
審

査
し
、
改
善
を
図
る
役
割
を
持
っ

て
い
ま
す
。
理
事
国
に
は
高
い
人

権
水
準
が
求
め
ら
れ
、
率
先
し
て

人
権
擁
護
活
動
を
推
進
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
連
と
は

▽
設
立
　
１
９
　
　

　
４
５
年
10
月

　（
第
２
次
大
戦

　
の
連
合
国
が

　
設
立
母
体
な
の
で
英
語
名
は
「
連

　
合
国
」）

▽
役
割
　
①
国
際
平
和
の
防
衛
②

　
各
国
の
友
好
促
進
③
貧
困
や
非

　
識
字
を
解
決
し
人
権
と
自
由
を

　
促
進

▽
本
部
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

▽
加
盟
国
　
１
９
３
か
国
（
２
０

　
１
１
年
現
在
）

▽
事
務
総
長
　
潘
基
文
（
パ
ン
・

　
ギ
ム
ン
、
韓
国
出
身
、
第
８
代
）

（
写
真
と
マ
ー
ク
は
国
連
広
報
局

『
国
連
の
こ
こ
が
知
り
た
い
』
よ
り
）

世
界
人
権
宣
言

　
前
文
と
30
条
か
ら
成
る
。
全
て
の
国
で
達
成
す
べ
き
人
権
水
準
を

示
し
て
い
る
。▽
主
な
内
容
　
①
す
べ
て
人
間
は
生
ま
れ
た
時
か
ら

自
由
と
人
権
を
持
ち
尊
厳
と
人
権
を
平
等
に
保
障
さ
れ
る
②
性
別
や

人
種
、
門
地
や
社
会
的
身
分
な
ど
に
よ
る
差
別
の
禁
止
②
生
命
、
自

由
・
身
体
の
安
全
、
思
想
信
条
・
表
現
の
自
由
、
非
人
道
的
扱
い
の

禁
止

ー
な
ど
。

人権週間 (12月4日～10日）

「世界人権宣言」と国連の人権擁護活動

人権週間 (12月4日～10日）

「世界人権宣言」と国連の人権擁護活動
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人
権
コ
ラ
ム

連
載
　
外
国
人
の
人
権
⑤

　
　
多
文
化
共
生
へ

5

「
み
ん
な
で
築
こ
う

　
人
権
の
世
紀

　
〜
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
〜
」

　「
人
権
」
と
い
う
の
は
、
人
間
ら

し
い
幸
せ
な
生
活
を
営
む
た
め
に

必
要
な
権
利
で
す
。
お
互
い
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
い
世
の
中

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
高
松
法
務
局
と
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
啓
発
活
動
重
点

目
標
を
定
め
、
次
の
各
項
目
を
強

調
事
項
と
し
て
啓
発
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会

参
加
を
進
め
よ
う

○
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
を
や
め
よ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う
○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

○
性
同
一
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

○
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人

権
問
題
に
取
り
組
も
う

　
皆
さ
ん
の
中
で
、
家
庭
内
の
問

題
（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
、
相
続
等
）、
隣
近
所
と
の
も

め
ご
と
、
借
地
・
借
家
問
題
、
差

別
問
題
、
外
国
人
の
人
権
問
題
な

ど
、
様
々
な
心
配
ご
と
で
お
困
り

の
方
は
、
人
権
相
談
所
あ
る
い
は

町
人
権
擁
護
委
員
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、

子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・

情
報
は
、
子
ど
も
人
権
１
１
０
番

（
０
１
２
０
ー

０
０
７
ー

１
１
０
　
高

松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）
ま
で
、

夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
職
場
に

お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
・
情

報
は
、
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
０
５
７
０
ー

０
７
０
ー

８
１
０

　
高
松
法
務
局
人
権
擁
護
部
）
ま

で
、
気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
も
加
入
で
き
る

　
外
国
籍
の
人
に
も
、
行
政
は
日

本
人
と
同
様
に
さ
ま
ざ
ま
な
権
利

を
保
障
し
て
い
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
や
介
護
保
険
は
、
一
定
の
要

件
を
満
た
せ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

公
営
住
宅
も
日
本
人
と
同
様
の
入

居
基
準
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
国
人
の
子
ど
も
の
た
め
に
、
日

本
語
を
指
導
す
る
特
別
非
常
勤
講

師
や
加
配
教
員
も
い
ま
す
。
研
修

生
や
実
習
生
、
外
国
人
労
働
者
な

ど
の
人
権
を
保
護
す
る
た
め
に
行

政
機
関
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
商
工

会
議
所
な
ど
が
相
談
事
業
や
啓
発

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
公

共
施
設
で
も
外
国
語
表
記
を
す
す

め
、
外
国
語
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
情
報
が
十

分
行
き
渡
っ
て
い
な
い
う
え
、
民

間
賃
貸
住
宅
の
入
居
拒
否
や
ご
み

出
し
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
も
あ

る
よ
う
で
す
。

多
文
化
共
生
の
ま
ち

　
日
本
で
は
女
性
に
年
齢
を
聞
く

の
は
失
礼
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
韓

国
で
は
初
対
面
の
女
性
に
も
年
齢

を
聞
き
ま
す
。
儒
教
の
影
響
が
強

い
韓
国
で
は
、
一
歳
で
も
年
上
な

ら
敬
語
を
使
う
か
ら
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
国
に
よ
っ
て
文

化
や
習
慣
は
違
い
ま
す
が
、
そ
れ

を
お
互
い
に
認
め
合
っ
て
一
緒
に

地
域
で
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
を
「
多
文
化
共
生
の
社
会
」
と

呼
び
ま
す
。

　
外
国
籍
の
人
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
郷
土
料
理

の
会
を
開
く
な
ど
、
地
域
か
ら
草

の
根
の
国

際
交
流
を

し
て
み
ま

せ
ん
か
。
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6と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

　歳出（性質別）　60億900万円

繰出金
731百万円
（12.2%）

補助費等
528百万円
（8.8%）

物件費
975百万円
（16.2%）

公債費
422百万円
（7.0%）

扶助費
1,191百万円
（19.8%）

積立金等
406百万円
（6.8%）

普通建設費
692百万円
（11.5%）

人件費
1,064百万円
（17.7%）

　歳出（目的別）　60億900万円
公債費

 412百万円
 （6.9%）

土木費
 721百万円
 （12.0%）

消防費
 203百万円
 （3.4%）

労働費
15百万円
 （0.2%）

農林水産費

 （0.8%）

教育費
 1,064百万円
 （17.7%）

議会費
94百万円
 （1.6%）

総務費
871百万円
 （14.5%）

民生費
2,004百万円
 （33.3%）

衛生費
452百万円
 （7.5%）

商工費
 120百万円
 （2.0%）

諸支出金
4百万円
（0.1%）

　歳　入　　65億8,900万円

地方債残高

3,1083,108 2,8092,809 2,5202,520 2,3532,353 2,2452,245 2,1492,149 2,0722,072

1,1431,143 1,3531,353 1,5191,519 1,6571,657 1,8861,886 2,1972,197 2,4512,451

3,108 2,809 2,520 2,353 2,245 2,149 2,072

1,143 1,353 1,519 1,657 1,886 2,197 2,451

0
500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
4,000
4,500
5,000

H17　 H18　 H19　 H20　 H21　 H22　 H23

※臨時財政対策債は後年度に国から補てんのある起債です

残
高 

（
百
万
円
）

地方債（臨財債除く） 臨時財政対策債

基金残高

890890 1,0011,001 992992 1,0601,060
1,0721,072

1,0461,046
1,2201,220

644644 659659 629629 713713 752752 927927
963963

890 1,001 992 1,060
1,072

1,046
1,220

644 659 629 713 752 927
963

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H17   H18   H19   H20   H21   H22   H23

残
高
（
百
万
円
）

財政調整基金 その他基金

518 520 650
890 1,001992 1,060

1,072
1,046

1,220
857 891 823

644 659 629
713 752 927

963

国県支出金
1,139百万円
 （17.3%） 使用料等

239百万円
 （3.6%）

町税
　 2,964百万円
 （45.0%）

町債
526百万円
 （8.0%）

地方譲与税
 60百万円
 （0.9%）各種交付金等

268百万円
 （4.1%）

地方交付税
 588百万円
 （8.9%）

繰入金
 64百万円
 （1.0%）

諸収入等
741百万円
 （11.2%）

49百万円

平
成
23
年
度
決
算
の
概
要

　
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
歳

入
65
億
８
９
０
０
万
円
、
歳
出
60
億
９
０

０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
歳
入
は

３
億
７
２
０
０
万
円
、
歳
出
で
は
４
億
１

１
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
入

  

歳
入
の
中
心
で
あ
る
町
税
は
、
29
億
６

４
０
０
万
円
と
な
り
、
全
体
の
45
・
０
％

を
占
め
、
前
年
度
と
比
較
し
て
３
０
０
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
民
税
や
固

定
資
産
税
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
た
ば

こ
税
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
国
庫
支
出
金

お
よ
び
県
支
出
金
は
、
投
資
的
事
業
費
や

中
核
施
設
（
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
）
譲
与

金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
３
億
１
０
０
０
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
方

交
付
税
は
人
口
増
加
な
ど
に
よ
り
５
３
０

０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
　
出

　
歳
出
を
目
的
別
で
み
る
と
、
民
生
費
が

前
年
度
と
比
較
し
て
８
０
０
万
円
増
加
し

20
億
４
０
０
万
円
（
33
・
３
％
）、
次
に

教
育
費
10
億
６
４
０
０
万
円
（
17
・
７
％
）、

総
務
費
８
億
７
１
０
０
万
円
（
14
・
５
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
で
み
る
と
、
扶
助
費
が
前
年
度

と
比
較
し
て
５
４
０
０
万
円
増
の
11
億
９

１
０
０
万
円
（
19
・
８
％
）
と
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
次
に
人
件
費
で
10
億
６

４
０
０
万
円
（
17
・
７
％
）、
物
件
費
９

億
７
５
０
０
万
円
（
16
・
２
％
）
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
、
歳
出
が
減
少
し
た
主
な
要
因
は
、

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
や
ユ
ー
プ
ラ
ザ

整
備
基
金
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
基
金
積
立
金
お
よ
び
地
方
債
借
入
残
高

等
に
つ
い
て
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

地
方
債
残
高
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対
策
債

は
交
付
税
に
替
わ
る
財
政
措
置
で
後
年
度

に
償
還
金
の
全
額
が
国
か
ら
補
て
ん
さ
れ

る
起
債
で
す
。

※

１
０
０
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
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衆
議
院
議
員
選
挙
「
投
票
」
を

○
公
示
日
　
12
月
４
日
（
火
）

○
投
票
日
　
12
月
16
日
（
日
）

　
投
票
日
当
日
に
投
票
で
き
な
い

方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。

※

期
日
前
投
票
期
間
等

　
12
月
５
日
（
水
）〜
15
日
（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
（
庁
舎
横
）

※

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
期
日
前
投
票
は
９
日
（
日
）

か
ら
に
な
り
ま
す
。

　
　
町
総
務
課
（
49
ー

８
０
１
３
）

防
災
行
政
無
線

緊
急
情
報
の
伝
達
試
験

　
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ‐

Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
）
に
よ
っ
て
送
ら
れ
る
国
か

ら
の
緊
急
情
報
を
、
確
実
に
皆
さ

ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
町
内
放

送
に
よ
る
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い

ま
す
。

　
　
12
月
３
日
（
月
）
午
前
10
時

15
分
頃
（
訓
練
開
始
直
前
に
、

お
知
ら
せ
の
放
送
を
し
ま
す
）

　
　
町
内
各
所
の
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
お
よ
び
戸
別
受
信
機
よ
り
、

緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放
送
が

流
れ
ま
す
。

※

Ｊ‐

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
と
は
、
災
害

時
に
国
か
ら
送
ら
れ
る
緊
急
情
報

を
人
工
衛
星
な
ど
を
活
用
し
て
瞬

時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
　
町
危
機
管
理
課（

49
ー

８
０
２
７
）

国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
保
険
料
を
納

め
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将

来
、
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
・
遺

族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
保
険
料
額
は
、

１
か
月
１
万
４
９
８
０
円
で
す
。

納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所

得
税
や
住
民
税
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　
納
付
が
ま
だ
の
方
は
、
金
融
機

関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付
の
手

間
が
か
か
ら
な
い
、
口
座
振
替
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
　
高
松
西
年
金
事
務
所

（
０
８
７
ー

８
２
２
ー

２
８
４
１
）

遺
児
・
難
病
者
年
金
の
支
給

　
町
内
に
１
年
以
上
（
12
月
１
日

現
在
）
住
所
を
有
し
、
次
に
該
当

す
る
人
は
、
遺
児
年
金
（
１
万
１

０
０
０
円
）・
難
病
者
年
金
（
１
万

５
０
０
０
円
）
の
受
給
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　
▼
遺
児
年
金

　
　
扶
養
を
受
け
て
い
た
父
ま
た

は
母
が
、
死
亡
や
生
死
不
明
に

な
っ
た
義
務
教
育
（
小
中
学
校
）

終
了
前
の
児
童
・
生
徒

　
▼
難
病
者
年
金

　
　
特
定
疾
患
に
つ
い
て
香
川
県

知
事
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

　
　
12
月
11
日
（
火
）

持
参
物
　
印
鑑
▽
難
病
者
年
金
は
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
▽
預
金

通
帳

支
給
予
定
日
　
12
月
25
日
（
火
）

　
　
町
保
健
福
祉
課

　
　（
49
ー

８
０
０
３
）

　東日本大震災で甚大な被害を受けた岩手県陸前高田市は、図書館も大きな被害を受けました。現在は移動
図書館車や仮設図書館で運営していますが、子どもたちの豊かな心を育むためにも、市民の交流の場としても、
新たな図書館が必要となっています。
　そこで同市では、家庭や会社で不要になった本を市と提携している古書買取業者に送付し、買い取り相当
額を図書館の再建資金に活用する「陸前高田市図書館ゆめプロジェクト」を立ち上げました。

　町は、このプロジェクトを支援するため、町民の皆様に書籍の提供をお願いします。復興を祈る気持ちを
本に込めて、子どもたちへのクリスマスプレゼントにしましょう。

　　12月 4日（火）～12月 21日（金）
　　　町役場 3階　危機管理課……午前 8時 30分～午後 5時（平日のみ）
　　　ユープラザうたづ……午前 9時 30分～午後 5時 30分（休館日の月曜を除く）
　　町危機管理課（49-8027）

　　　※百科事典、コンビニコミック、個人出版の本、マンガ雑誌、一般雑誌などは対象外です。

陸前高田市にみんなで図書館をつくろう陸前高田市にみんなで図書館をつくろう

期
と　
き

と　
こ
　
　
ろ

問
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8と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

聖マルチン病院（谷　町）☎46-5195

※変更される場合がありますので、必ず新聞紙上等でご確認ください。

日

回生病院（室　町）☎46-1011

坂出市立病院（文京町）☎46-5131

三木内科胃腸科医院（宮下町）☎46-3658

赤沢病院（府中町）☎48-3200

くわはら医院（宇多津町）☎49-3200

高橋内科医院（文京町）☎46-3315

鶴野医院（宇多津町）☎49-0431

みのりクリニック（駒止町）☎59-0082

12月の休日当番医
内科及び小児科 外　　科

9日㈰

宇多津クリニック（宇多津町）☎56-7777 西山脳神経外科病院（加茂町）☎48-33662日㈰

16日㈰

23日㈰

24日㈪

30日㈰

検診名 平成24年度の日程

結核・肺がん
検診 

12月7日（金） 
午前9時30分 ～11時30分 

無　料 

料　金

胃がん検診 

12月7日（金） 
2月24日（日） 
午前8時30分 ～
（30分刻み時間予約制） 

1,100円 

子宮頸がん検診 
1月8日（火）午前・午後 
2月24日（日）午前のみ 
午前 9 時 ～ 10時30分， 
午後 1 時 ～  2 時30分 

700円 

乳がん検診
（マンモ併用、
視触診） 

1,000円
（マンモ併用）
300円

（視触診） 

子宮頸がん・乳がん検診 
◇集団検診◇ 
申込方法：町保健センター（49－8008）へ申し込み 
日　　時：上記の子宮頸がん・乳がん検診の日程 
料　　金：無料（クーポン券に該当する検診のみ） 

◇個別検診◇ 
申込方法：下記の医療機関に直接申し込み 
実施期限：2月28日（木）まで
実施機関：・回生病院   （46－1448） 

・成人医学研究所（45－2311） 
・滝宮総合病院 （087－876－2245）  

大腸がん検診 
◇集団検診◇ 
申込方法：町保健センター（49－8008）へ申し込み 
回 収 日：12月7日（金） 

今年度町のがん
検診を受診して
いない方 

すべて町保健センターで行います。 

75歳以上の方は無料。非課税世帯・生活保護世帯は証明書があれば無料。 

希望する方は申し
込みしてください。
町保健センター 
（49－8008） 

がん検診の案内 
今年度の検診も残り少なくなっています。年に１度は検診を受けましょう。 

※クーポン券を紛失した方、4月20日
以降に町に転入した方はクーポン券
を発行します。町保健センターに連
絡してください。 

今年度無料クー
ポン券対象の方 

見　本

見　本
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申 問

9

☆　　　町保健センター　（49-8008）

12 月の定例保健事業の案内

○対象の方には案内が届きます。　○予約不要です。直接保健センターにお越しください。　○予約が必要です。
※1　育児相談・栄養相談、健康相談・骨密度測定は開催時間を示しています。上記の時間内であればいつお越しいた
　　　だいても結構です。
※2　今月のみ予約が必要です。詳しくは 10ページをご覧ください。

◇母子◇

◆成人◆

料　金　無料。料理教室のみ、１人につき 400円必要。

準備物　運動教室は汗拭きタオル、お茶またはお水を持参、動きやすい服装で。

　　　　メタボ予防運動教室は室内用シューズ。

　　　　料理教室はエプロン、三角巾、手拭きタオル。

事業名

にこやかマタニティコース

はつらつ子育てコース

3か月児健診

離乳食講習会

1歳おめでとう相談

1歳 6か月児健診

3歳 6か月児健診

育児相談・栄養相談

こども相談

ことばの相談

対象者

妊婦及びその家族

平成 24年 8月生

平成 24年 7月生

平成 23年 12月生

平成 23年 4月 15日～

6月 4日生

平成 21年 4月 6日～

5月 10日生

乳幼児ならどなたでも

子どものことばや発達など

に心配や相談にある方

開催日

4 日（火）

11日（火）

7日（金）

27日（木）

10日（月）

14日（金）

21日（金）

18日（火）

12日（水）

3日（月）

17日（月）

受付時間※1

13:15

9:30～

11:00

13:30

13:15

9:00

場所 保健センター

2 階

１階

2階

１階

備考

事業名

健康相談

病態栄養相談

骨密度測定

元気もりもり運動教室

メタボ予防運動教室

料理教室　※2

こころの相談

対象者

町にお住まいの方ならどな

たでも

開催日

5・12　　　　

19・26日（水）

5・19日（水）

26日（水）

18日（火）

9・23日（日）

6・20日（木）

13日（木）

受付時間※1

9:00～

11:30

9:30

9:15

9:00

場所 保健センター

1 階

2階

3階

2階

1階

備考
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料
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10と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問

問

お問い合わせ

申

12月の予定
日 曜日 内　　容

（金）7日   折り紙⑨「干支　巳」

（金）14日 映画③「珍説　忠臣蔵」　
9:30～

（金）21日 年末ゲーム大会

（金）28日 お休み

総
合
相
談

（延人員）

介護・日常生活

サービスの利用

医　　療

所得・家庭生活

68

19

20

2

125

234

介護予防支援

計

教室名
日程

時間

場所

内容

参加費
持参物

対象者

申込み
開始日
申込み先

糖尿病予防教室

午前9時30分～午後１時
（受付開始　午前9時15分）

町保健センター（2階調理実習室）

400円／人（当日徴収）
エプロン、三角巾、手拭きタオル
町内在住の希望者ならどなたでも

※申し込みが必要。

12月3日（月）

町保健センター　　49-8008
※1日のみ、両日参加も可能です。

高血圧予防教室

12月6日（木） 12月20日（木）

①　予防のためのお話（町ヘルスメイト会員）
②　調理実習・試食

●
認
知
症
の
家
族
会

「
ど
ん
ぐ
り
の
会
」

　　
認
知
症
は
、
誰
で
も
起
こ
り
う

る
ご
く
身
近
な
病
気
で
す
。
身
近

な
方
の
介
護
で
悩
ん
で
い
る
方
、

不
安
な
気
持
ち
を
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

　
今
回
は
、
い
わ
き
病
院
副
院
長

の
中
村
光
夫
医
師
を
招
い
て
の
座

談
会
で
す
。

　
　
12
月
５
日
（
水
）

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
認
知
症
患
者
の
介
護
経
験
が

あ
る
方
の
交
流
会

　
　
無
料

　
　
申
し
込
み
不
要
。
秘
密
厳
守
。

　
　
相
談
は
随
時
、
受
け
付
け
。

●
集
い
の
場

「
こ
す
も
す
」

参
加
者
募
集
！

　
高
齢
者
の
方
々
の
集
い
の
場
で

す
。
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
も
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご
し
ま

し
ょ
う
。
新
し
い
方
、大
歓
迎
で
す
。

　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

　
　
町
内
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
方

　
　
無
料

　●
セ
ン
タ
ー
の
10
月
の
相
談
実
績

　
　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
49
ー

８
７
４
０
）

（
よ
く
　
は
な
し
を
）

料
理
教
室
の
案
内

町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　「
医
師
か
ら
糖
尿
病
に
気
を
つ
け

る
よ
う
言
わ
れ
て
い
る
」「
血
圧
の

薬
を
飲
ん
で
い
る
」
と
い
う
方
は

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ど
ん
な
食
事
が
よ
い
の
か
、
調
理

実
習
や
試
食
な
ど
を
行
い
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
予
防
方
法
を
知

り
ま
し
ょ
う
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
）

お
知
ら
せ
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広告

も
っ
と
知
ろ
う
宇
多
津
町

宇
夫
階
神
社
に
伝
わ
る

古
代
か
ら
の
祭
り

「
お
と
喰
い
神
事
」

　
今
年
の
秋
の
祭
り
も
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
宇
夫
階
神
社
の

社
殿
裏
で
行
わ
れ
て
い
る
「
お
と

喰
い
神
事
」
に
つ
い
て
は
、
ご
存

知
な
い
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
は
、「
初
白
祭
（
は
つ
も
う

で
ま
つ
り
）」
と
い
う
、
古
代
か
ら

の
遺
風
を
残
し
て
い
る
特
別
な
占

神
事
で
す
。

　
社
殿
の
北
側
に
巨
石
が
あ
り
ま

す
。
高
さ
５
・
５
㍍
、
直
径
４
㍍
、

重
量
は
３
０
０
㌧
以
上
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
御
神
体
石
と
呼
ば
れ

る
こ
の
石
の
他
に
も
10
数
個
の
巨

石
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
古

代
の
祭
祀
場
の
石
組
み
の
跡
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
庭
園
研
究
家
の

長
岡
公
さ
ん
の
著
書
「
讃
岐
の
名

園
紀
行
」
の
中
で
も
「
宇
夫
階
神

社
の
上
古
の
石
組
」
と
し
て
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
聖
地
に
１

２
０
０
年
前
、
遷
座
さ
れ
た
と
宇

夫
階
神
社
に
伝
え
ら
れ
る
古
代
祭

祀
で
す
。

　
現
在
は
10
月
10
日
（
古
く
は
旧

暦
10
月
最
初
の
申
の
日
）
の
丑
の

刻
に
、
こ
の
御
膳
岩
で
古
式
に
の
っ

と
り
、
神
饌
を
お
供
え
し
祭
事
を

行
い
、
祭
奉
仕
の
無
事
と
そ
の
年

の
豊
作
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
お
供
え
し

た
神
饌
を
白
い
烏
が
来
て
つ
い
ば

み
、
そ
の
量
が
多
い
少
な
い
に
よ
っ

て
、
そ
の
年
が
豊
作
か
ど
う
か
を

占
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
お
と
喰
い
神
事
」
と
呼
ば
れ
る

の
は
、
こ
こ
か
ら
き
て
い
る
そ
う

で
す
。

（
長
尾
順
二
）

　　現
在
の
会
員
数
は
７
人
で
す
。
最

初
は
男
性
ば
か
り
６
人
で
し
た
が
、

一
昨
年
に
入
会
し
た
紅
一
点
の
女
性

は
八
十
路
を
超
え
て
い
ま
す
。
女
性

に
年
齢
の
こ
と
を
言
う
の
も
失
礼
で

す
が…

…

。
そ
の
女
性
は
、
制
作
意

欲
満
々
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
元
気

な
方
で
、
箱
入
り
娘
か
と
思
え
ば
、

ど
う
や
ら
ジ
ャ
ジ
ャ
馬
育
ち
ら
し

く
、
頭
脳
明
晰
、
眉
目
秀
麗
、
ま
る

で
弁
財
天
か
観
音
菩
薩
の
化
身
を
想

わ
せ
る
人
で
す
。

　
紅
一
点
の
会
員
が
加
わ
っ
た
お

か
げ
で
、
木
彫
り
愛
好
会
全
体
に

活
気
が
生
ま
れ
、
和
気
あ
い
あ
い

で
楽
し
く
木
彫
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
愛
好
会
は
現
在
、
木
彫
り
仲
間

を
募
集
中
で
す
。
毎
週
土
曜
日
の

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
保
健
セ

ン
タ
ー
２
階
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
気
軽
に
見
学
に
お
越

し
く
だ
さ
い
（
ド
ア
を
開
放
し
て

お
り
ま
す
）。
学
習
内
容
は
、
男
性

は
立
体
彫
（
讃
岐
一
刀
彫
ー
七
福

神
・
仏
像
彫
刻
、
創
作
物
ー
動
物
・

鳥
類
な
ど
）、
女
性
は
平
彫
り
（
讃

岐
彫
－
自
由
課
題
）
で
す
。

　
愛
好
会
の
座
右
の
銘
で
あ
る
『
追

う
物
が
有
る
人
は
、
た
と
え
齢
八

十
で
も
後
十
年
の
夢
を
見
る
も
の
』

の
気
概
で
会
員
一
同
、
今
後
も
が

ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
。

　
末
尾
に
な
り
恐
縮
で
す
が
、
木

彫
愛
好
会
の
発
足
以
来
、
熱
心
に

指
導
い
た
だ
い
た
講
師
の
岡
田
智

先
生
が
諸
般
の
事
情
に
よ
り
退
か

れ
ま
し
た
。
先
生
の
ご
尽
力
に
会

員
一
同
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

町
文
化
協
会
「
団
体
紹
介
シ
リ
ー
ズ
②
」

ぐ

木
彫
り
愛
好
会

か
ら
す
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12と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

秋
の
叙
勲

県
文
化
芸
術
選
奨

文部科学大臣表彰を受賞

植松さん　新体操で全国 3位

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　社会福祉事業に永年従事し、その功績が顕

著である方々に贈られる社会福祉功労者厚生

労働大臣表彰（社会福祉事業従事者）で、町

内からエコランド鵜足津管理者の小松守さん

＝写真＝が表彰を受けました。

　町給食センターは、文部科学省の平成 24 年度
学校給食優良学校等（共同調理場）表彰を受賞し
ました。共同調理の部では全国 6 場が選ばれまし
た。表彰式は 11 月 15 日、第 63 回全国学校給
食研究協議大会（大分市）で行われました。
　給食の栄養管理や衛生管理が適正であること▽
地産食材の使用に積極的に努めたこと▽給食の残
食が大幅に減少したことーなどが評価されまし
た。
　今後とも、子どもたちが健やかに育つよう学校
給食の提供に取り組んでいきます。

　永年にわたって各分野で功績のあった方々

に贈られる秋の叙勲で、町内から元県地方労

働委員会委員の　田豊國さん＝写真＝が旭日

双光章（労働行政功労）を受章されました。

　県における文化芸術の向上について顕著な

功績をあげた方々に贈られる香川県文化芸術

選奨で、町内から声楽家の渡辺理香さん＝写

真＝が表彰を受けました。

　第30回全日本ジュニア新体操選手権大会女子団体は10月14日、東京国立代々

木競技場第一体育館で行なわれ、宇多津中学校１年の植松桃加さんが出場した「エ

ンジェルRG・カガワ日中」チームが見事３位入賞しました。

　植松さんは「この１年間、全日本大会に向けて練

習してきました。本当に厳しく辛い練習の日々でしたが、いつも一生懸命な

劉コーチや、家族より長く一緒にいた仲間と表彰台に立つことができ、本当

にうれしかったです」と喜びいっぱいでした。植松さんは現在、2016 年リオ

五輪の強化指定選手です。今後の活躍を期待しています。

おめでとうございます

（左端が植松さん）
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児
童
図
書
寄
贈

　
㈱
た
ま
や
（
高
松
市
）
よ
り
、

児
童
図
書
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
多
く
の
本
に
触
れ

て
も
ら
お
う
と
、
同
社
が
出
店
し

て
い
る
市
町
な
ど
に
寄
贈
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
町
で
は
、「
教
科
書
に
出
て
く
る

歴
史
人
物
・
文
化
遺
産
」「『
モ
ノ
』

の
は
じ
ま
り
百
科
」
な
ど
の
児
童

書
計
１
２
３
冊
を
、
ユ
ー
プ
ラ
ザ

う
た
づ
（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ
）

に
蔵
書
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ

　
　
　
　
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
第
31
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ
「
宇

多
津
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
、
11

月
18
日
、
高
松
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽

部
城
山
コ
ー
ス
で
盛
大
に
開
か
れ

ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加

と
協
賛
を
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
１
０
０
人
の
参
加
者

が
晩
秋
の
ゴ
ル
フ
場
で
大
会
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
チ
ャ
リ
テ
ィ

で
は
、
５
万
６
２
０
３
円
の
募
金

が
集
ま
り
、
宇
多
津
商
工
会
の
水

野
謙
作
会
長
か
ら
谷
川
町
長
に
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
▼
大
会
結
果
（
敬
称
略
）　
優
勝

川
田
利
夫
▽
準
優
勝
　
榎
本
真
治

▽
３
位
　
竹
内
雅
規

11
／
12
〜
13

『
町
の
歴
史
探
訪
』

宇
多
津
の
寺
社
の
ル
ー
ツ
を
探
ろ
う

　
宇
夫
階
神
社
の
御
祭
神
「
大
国

主
大
神
」
に
縁
の
あ
る
島
根
県
の

五
神
社
（
出
雲
大
社
、八
重
垣
神
社
、

熊
野
大
社
、
須
我
神
社
、
日
御
碕

神
社
）
を
参
拝
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
宇
夫
階
神
社
の
宮
本
守

也
宮
司
が
同
行
し
、
す
べ
て
の
神

社
を
正
式
参
拝
で
き
、
各
神
社
の

宮
司
よ
り
神
社
の
由
緒
な
ど
に
つ

い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
60
年
に

一
度
の
遷
宮
を
一
年
後
に
控
え
た

出
雲
大
社
で
は
、
正
式
参
拝
者
で

も
撮
影
が
許
さ
れ
て
い
な
い
修
復

の
済
ん
だ
本
殿
前
で
、
記
念
撮
影

が
で
き
ま
し
た
。

　
ど
の
神
社
で
も
参
拝
時
に
風
が

強
く
吹
い
て
い
ま
し
た
が
、
最
後

に
入
館
し
た
島
根
県
立
古
代
出
雲

博
物
館
の
学
芸
員
か
ら
、「
神
在
月

に
は
、
出
雲
に
神
々
が
お
集
ま
り

に
な
る
。
神
が
お
近
づ
き
の
時
に

は
天
候
が
荒
れ
る
の
で
、
こ
の
よ

う
な
悪
天
候
に
出
雲
に
来
ら
れ
た

の
は
、
と
て
も
幸
運
な
こ
と
な
の

で
す
よ
」
と
い
う
話
を
聞
き
、
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
が
か
な

う
予
感
を
一
層
強
く
持
ち
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
歴
史
探
訪
の
旅
を
い

ろ
い
ろ
と
企
画
し
ま
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　
　（
町
教
育
委
員
会
事
務
局
・

　
　
　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
課
）

「
秋
の
文
化
祭
」
盛
大
に
　

　
　
　
　
　
　
　
町
文
化
協
会

　
町
文
化
協
会
最
大
の
行
事
で
あ

る｢

２
０
１
２
年
秋
の
文
化
祭｣

が

11
月
10
・
11
日
の
２
日
間
、
ユ
ー

プ
ラ
ザ
う
た
づ
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
大
勢
の
方
に
ご
来

場
、
ご
観
覧
い
た
だ
き
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
ま
す
ま
す
会
員
一
同
が
、

日
々
努
力
や
研
鑚
を
重
ね
、
皆
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
文
化
活
動

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
・
ご
指
導
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

　

カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
か
ら

サ
ッ
カ
ー
の
技
術
を
習
得

　
Ｊ
Ｆ
Ｌ
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
「
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
」
の
選

手
を
招
い
て
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
が

11
月
10
日
、
ユ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
で
開

か
れ
ま
し
た
。
宇
多
津
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
部
の
生
徒
29
人
と
指
導
者
１

人
が
参
加
し
、
指
導
を
受
け
ま
し

た
。

　
プ
ロ
選
手
の
華
麗
な
プ
レ
ー
を

身
近
で
見
て
感
動
し
た
り
、
基
礎

練
習
や
反
復
練
習
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
り
し
て
有
意
義
な
１
日
と
な

り
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
新

人
戦
で
県
大
会
出
場
が
決
定
し
た

ば
か
り
で
、
高
い
目
標
に
向
け
大

き
な
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
県
地
域
密
着
型

交
流
事
業
・
ス
タ
ッ
フ
派
遣
制
度

を
活
用
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

か
み
あ
り
づ
き
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14と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

広告 と　
き

と　
こ
　
　
ろ

問

生
命
保
険
の
相
談

■
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談
「
保
険

ク
リ
ニ
ッ
ク
宇
多
津
店
」
で
は
今

月
末
ま
で
生
命
保
険
の
無
料
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
相
談
で

は
、
保
険
の
プ
ロ
が
中
立
な
立
場

で
現
在
加
入
中
の
保
険
の
内
容
か

ら
保
険
の
見
直
し
方
法
ま
で
丁
寧

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま
す
。

■
ご
予
約
は
「
保
険
ク
リ
ニ
ッ
ク
宇

多
津
店
」
ま
で
、
相
談
は
完
全
予

約
制
。
ま
ず
は
電
話
か
H
P
か
ら

問
い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
保
険
ク
リ
ニ
ッ
ク
宇
多
津
店

　
　
０
１
２
０
ー

54
ー

０
０
５
１

　
　
月
曜
〜
土
曜
　
10
時
〜
18
時
30
分

　
　
　
　
綾
歌
郡
宇
多
津
町
浜
２
番
丁
　

　
　
19
番
17
（
宇
多
津
ビ
ブ
レ
東
隣
）

10
／
26

獅
子
が
来
た
よ
！

　
　
　
獅
子
に
な
る
よ
！

わ
か
く
さ
保
育
園

　
お
ま
つ
り
に
鍋
谷
の
獅
子
が
来

園
。
恐
く
て
泣
く
子
も
い
ま
し
た

が
、
近
く
で
見
る
獅
子
舞
は
と
て

も
き
れ
い
で
、
朝
の
新
町
太
鼓
台

と
あ
い
ま
っ
て
、
お
祭
り
気
分
は

最
高
潮
!!

　
園
児
た
ち
は
獅
子
舞
に
も
挑
戦

し
ま
し
た
。

10
／
31

仲
間
と
一
緒
に
ク
リ
ー
ン
作
戦

宇
多
津
北
小
学
校

　
10
月
か
ら
の
「
な
か
よ
し
タ
イ

ム
」。
１
〜
６
年
生
を
縦
割
り
の
40

グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
20
人
の
班
で

活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
折
り
返
し
リ
レ
ー
で
団
結
を

図
っ
た
り
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
ま

ち
を
き
れ
い
に
し
た
り
し
な
が
ら

仲
間
と
の
信
頼
を
深
ま
し
た
。

11
／
１

子
ど
も
の
成
長
を
願
っ
て

宇
多
津
幼
稚
園

　
坂
出
・
綾
歌
幼
稚
園
研
究
会
が

宇
多
津
幼
稚
園
で
あ
り
、『
育
て
よ

う
規
範
意
識
の
芽
』
を
テ
ー
マ
に

１
０
２
人
の
先
生
方
が
研
修
を
受

け
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
先
生
方
か
ら
は
、
子

ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
と
遊
ぶ
姿

に
た
く
さ
ん
の
賞
賛
を
受
け
ま
し

た
。

11
／
３

作
品
展
で
夢
の
世
界
へ青山

幼
稚
園

　
３
歳
児
は
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
」、
４
歳
児
は
「
み
ん
な
の

ま
ち
」、
５
歳
児
は
「
ゆ
り
ば
ら
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
１
２
」
の
テ
ー

マ
で
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　
見
に
来
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

は
、
子
ど
も
た
ち
の
夢
の
世
界
に

浸
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

11
／
６

み
ん
な
で
の
ぼ
っ
た
ね
！

　
　
　
　
　
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん

中
央
保
育
所

　　
５
歳
児
32
人
が
、
こ
ん
ぴ
ら

ウ
ォ
ー
ク
に
出
か
け
、
７
８
５
段

石
段
を
全
員
が
登
り
き
り
ま
し
た
。

先
日
の
遠
足
で
実
現
で
き
な
か
っ

た
分
、
一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
し

た
。
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15

２
年
生
15
㌔
に
挑
戦
！

　
２
年
生
が
10
月
26
日
（
金
）、
校

外
学
習
で
琴
平
駅
か
ら
こ
ん
ぴ
ら

さ
ん
を
経
て
標
高
６
１
８
㍍
の
大

麻
山
に
登
り
、
全
行
程
約
15
㌔
を

歩
き
ま
し
た
。

　「
出
発
す
る
前
は
、
絶
対
に
最
後

ま
で
歩
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
け
れ
ど
友
だ
ち
が
荷
物
を
持
っ

て
く
れ
た
り
励
ま
し
て
く
れ
た
り

し
た
お
陰
で
、
最
後
ま
で
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」

　「
友
だ
ち
と
協
力
し
た
か
ら
こ
そ

歩
き
通
せ
た
一
日
で
し
た
。
友
だ

ち
と
一
緒
に
歩
い
た
の
で
苦
し

か
っ
た
け
れ
ど
楽
し
い
一
日
で
し

た
。
友
だ
ち
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ

た
一
日
で
し
た
」

　「
大
麻
山
の
山
頂
か
ら
下
り
て
き

た
キ
ャ
ン
プ
場
で
友
だ
ち
と
、
お

弁
当
を
食
べ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、

『
弁
当
の
日
』
だ
っ
た
の
で
自
分
た

ち
で
作
っ
た
お
弁
当
が
ほ
ん
と
う

に
お
い
し
か
っ
た
で
す
」

　
　
　
　（
生
徒
の
感
想
よ
り
）

栄
光
の
記
録
（
綾
坂
新
人
大
会
等
）

　

【
綾
歌
坂
出
新
人
大
会
】

□
卓
　
球

優
　
勝
　
卓
球
男
子
団
体
の
部

　 

・
水
野
　
檀
　
・
永
山
　
拳
大

　 

・
　
岡
　
翔
太
・
岩
重
　
幸
希

　 

・
黒
河
　
智
矢
・
西
村
　
海
音

　 

・
嶋
宮
　
颯
太
・
安
藤
晃
太
郎

優
　
勝
　
卓
球
女
子
団
体
の
部

　 

・
中
山  

恵
奈
・
津
谷
　
未
来

　 

・
井
戸
野
々
花
・
西
村
　
望

　 

・
宮
崎
　
葵
　
・
河
井
　
亜
唯

優
　
勝
　
卓
球
女
子
個
人
の
部

　 

・
西
村
　
望

□
剣
　
道

優
　
勝
　
剣
道
男
子
個
人
の
部

　 

・
福
原
　
徹
也

◇
２
　
位
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子

◇
２
　
位
　
サ
ッ
カ
ー

◇
２
　
位
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子

【
香
川
県
中
学
生

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
強
化
大
会
】

◇
３ 

位
　
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

【
中
讃
地
区
ジ
ュ
ニ
ア

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
】

優
　
勝
　
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　 

・
阿
野
こ
ま
き
・
古
本
　
夏
巳

　
・
岡
田
　
結
花
・
鶴
田
　
千
晴

　
・
寺
岡
　
里
紗
・
金
井
　
那
樹

　
・
島
田
　
瑠
璃
・
中
村
　
優
衣

　
・
山
川
　
佳
奈
・
福
崎
由
里
子

　
・
渡
部
　
美
羽

【
県
新
人
大
会
】

□
陸
上
　
２
年
女
子
１
０
０
ｍ

２
　
位
　
・
石
川
　
綾
菜

文
芸
部
門
　
表
彰
名
と
結
果

●
青
少
年
読
書
感
想
文

　
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　
最
優
秀
　
植
田
　
桃
加
（
３
年
）

　
優
　
秀
　
　
田
　
英
寿
（
１
年
）

　
　
　
　
　
藤
澤
　
拓
也
（
１
年
）

　
　
　
　
　
丸
尾
　
瑞
希
（
２
年
）

　
　
　
　
　
入
江
　
千
晶
（
２
年
）

●
県
科
学
体
験
発
表
の
部    

　
優
　
秀
　
大
浦
理
芳
（
１
年
）

●
綾
歌
郡
教
育
文
化
祭

【
書
写
部
門
】

　
特
選
　
中
山
　
　
愛
（
３
年
）

　
特
選
　
三
宅
　
悠
加
（
１
年
）

【
平
面
部
門
】

　
特
選
　
菊
地
　
康
平
（
２
年
）

　
特
選
　
三
宅
　
悠
加
（
１
年
）

【
立
体
部
門
】

　
特
選
　
森
　
由
有
也
（
３
年
）

　
特
選
　
細
谷
　
亮
太
（
３
年
）

　
特
選
　
森
近
　
優
稀
（
３
年
）

　
特
選
　
山
下
　
成
美
（
３
年
）

　
特
選
　
三
好
　
悠
愛
（
３
年
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
紹
介

　
私
た
ち
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、

14
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
郡
市

大
会
優
勝
、
県
大
会
ベ
ス
ト
８
を

目
標
に
日
々
、
厳
し
い
中
に
も
楽

し
さ
を
求
め
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
新
チ
ー
ム
に
な
っ
て
か
ら
、
投

手
力
と
守
備
力
の
向
上
に
力
を
入

れ
、
練
習
試
合
で
初
め
て
勝
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
新
人
戦
で
は

勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
後
は
試
合
経
験
を
積
み
重

ね
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
課
題

を
見
つ
け
、
日
々
の
練
習
を
大
切

に
し
て
何
と
し
て
も
目
標
を
達
成

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「やっと、琴平さん！」
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16と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

　
今
年
も
い
よ
い
よ
後
１
か
月
と

な
り
、
師
走
の
慌
た
だ
し
さ
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
１
年
、
婦
人
会
は
様
々
な

行
事
に
参
加
し
、
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
11
月
３

日
、
第
17
回
ド
リ
ー
ム
祭
り
が
宇

多
津
ビ
ブ
レ
で
行
わ
れ
、
婦
人
会

は
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
、
宇

多
津
中
学
校
の
生
徒
と
一
緒
に
販

売
し
ま
し
た
。
17
日
に
は
宇
多
津

北
小
学
校
で
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
が

あ
り
ま
し
た
。
学
校
・
地
域
・
家

庭
が
ひ
と
つ
に
な
り
、
児
童
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
し

た
。
婦
人
会
は
、
う
ど
ん
の
バ
ザ
ー

を
担
当
し
ま
し
た
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
12
月
８
日(

土)

、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
善
意
の

品
が
役
立
つ
よ
う
販
売
の
協
力
を

し
ま
す
。
大
勢
の
方
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す

寒
く
な
り
ま
す
が
、
身
体
に
は
十

分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
来
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
良
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

新
春
も
ち
つ
き
大
会

　
　
　
　
参
加
者
募
集
！

　
キ
ッ
ズ
恒
例
の
「
黒
米
の
も
ち

つ
き
大
会
」
に
家
族
そ
ろ
っ
て
参

加
し
ま
せ
ん
か
。「
わ
た
が
し
コ
ー

ナ
ー
」
や
「
か
る
た
と
り
」
も
あ

る
よ
。

　
　
１
月
13
日
（
日
）

　
　
午
前
10
時
〜（
雨
天
実
施
）

　
　
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

　
　
　
４
歳
〜
小
学
６
年
生

　
　
50
人
（
申
し
込
み
は
先
着
順
）

　
　
１
人
に
つ
き
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
当
日
集
金
）

　
　
　
鵜
足
津
友
の
会

　
　
電
話
か
申
込
書
で

楽
し
い
幼
児
ひ
ろ
ば

「
げ
・
ん
・
き
」
は
水
・
金
曜
日
！

　
乳
幼
児
と
お
母
さ
ん
の
憩
い
の

ひ
ろ
ば
、
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
の
「
げ
・

ん
・
き
」
に
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　
　
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
前
中

　
　
児
童
ク
ラ
ブ
室

　
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

　
　
キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う
た
づ

　
　
　
　
　（
49
ー

４
０
０
５
）

　
　
　
　（
月
曜
日
は
休
館
日
）

旅 

藤
田
み
よ
こ
　
選

　
　
よ
い
旅
は
父
と
一
緒
の
特
急
ハ
ト 

岩
田
　
　
佳
泉

　
　
古
鞄
旅
の
思
い
出
詰
ま
っ
て
る 

柴
田
　
紗
寄
子

　
　
船
旅
は
嫌
だ
よ
私
は
金
槌
よ 

松
本
　
　
美
風

　
　
兄
姉
の
旅
も
今
年
で
二
十
回 

木
村
　
　
久
子

　
　
八
十
路
過
ぎ
新
婚
旅
行
の
や
り
直
し 

山
本
　
　
磯
吉

軸
　
年
金
の
枠
で
小
さ
な
旅
を
す
る 

藤
田
　
み
よ
こ

自
由
吟
　
互
選

膝
に
抱
く
孫
の
重
さ
は
苦
に
な
ら
ぬ 

山
本
　
　
磯
吉

高
価
だ
が
や
っ
ぱ
り
買
お
う
あ
の
詩
集 

岩
田
　
　
佳
泉

ド
ン
と
花
火
ス
ト
レ
ス
連
れ
て
飛
ん
で
行
け 

柴
田
　
紗
寄
子

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
加
入
と
共
に
若
返
り 

藤
田
　
み
よ
こ

ま
だ
夏
は
終
っ
て
無
い
よ
と
扇
風
機 

松
本
　
　
美
風

三
婆
を
乗
せ
て
綾
川
の
イ
オ
ン
ま
で 

木
村
　
　
久
子

今
月
の
一
句

ド
ン
と
花
火
ス
ト
レ
ス
連
れ
て
飛
ん
で
行
け 

柴
田
　
紗
寄
子

我
々
の
生
活
の
中
で
、
幼
児
に
対
し
、
「
痛
い
の
、
痛
い
の
、
飛
ん
で
行
け
」
と

云
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
作
者
は
何
か
胸
に
つ
か
え
た
ス
ト
レ
ス

を
、
発
散
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
句
の
「
飛
ん
で
行
け
」
が
効
い
て
い
ま
す
。

磯
吉
　
評

土
佐
の
旅
金
襴
緞
子
の
蜜
柑
山 

香
川
　
　
樹
子

南
国
の
旅
で
あ
る
。
一
面
蜜
柑
山
、
光
り
満
つ
山
の
斜
面
は
、
金
襴
緞
子
を
垂
ら

し
た
世
界
で
あ
る
。

味
噌
汁
の
薄
味
に
慣
れ
冬
ぬ
く
し 

黒
田
　
乃
理
子

年
を
と
る
と
、
だ
ん
だ
ん
薄
味
を
好
む
よ
う
に
な
る
。
自
然
現
象
で
あ
る
。
今
朝

は
暖
か
い
。

風
の
夜
を
お
で
ん
煮
直
す
一
人
か
な 

松
浦
　
加
津
子

寒
い
風
の
夜
、
一
人
あ
れ
こ
れ
し
て
い
る
う
ち
、
小
腹
が
減
っ
て
き
た
。
残
り
の

お
で
ん
を
煮
直
す
。

島
の
秋
猫
は
自
由
よ
毛
づ
く
ら
ふ 

井
原
　
　
節
子

土
佐
の
旅
金
襴
緞
子
の
蜜
柑
山 

香
川
　
　
樹
子

ふ
り
仰
ぐ
秋
麗
の
田
に
鳶
鳴
け
り 

小
林
　
　
壱
沙

味
噌
汁
の
薄
味
に
慣
れ
冬
ぬ
く
し 

黒
田
　
乃
理
子

人
名
（
に
ん
み
ょ
う
）
を
誇
れ
る
島
の
浦
祭 

渋
谷
　
　
昌
克

風
の
夜
を
お
で
ん
煮
直
す
一
人
か
な 

松
浦
　
加
津
子

蒼
天
に
香
り
を
放
つ
蜜
柑
山 

松
浦
　
　
貞
雄

池
に
落
つ
一
葉
は
舟
に
な
り
に
け
り 

山
本
　
　
洋
子

浦
祭
一
台
の
山
車
曳
き
廻
す 

横
田
　
　
遊
人

ク
リ
ス
マ
ス
も
親
子
で
あ
そ
べ
る
児
童
館

と　
き

と　
こ
　
　
ろ対

と　
き

と　
こ
　
　
ろ対

定料申 協
力

問

広報12月号A4校正  12.11.29 15:10  ページ 16
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活動日 

●ボランティア活動の問い合わせ先　町社会福祉協議会　☎49－0287

活動内容・時間 活動場所 活動グループ 

視覚障害者に対して声の便り
13：30～

 町福祉センター2階
ボランティア連絡協議会室

町福祉センター
（社会福祉協議会）集合 

朗読の会 

美化活動
 8：00～ 

JR宇多津駅前集合
※第4日曜日は宇夫階神社 ボランティア推進委員会 

老人給食の配食
10：00～ 老人給食ボランティア 第1～第4水曜日

町福祉センター うたづ苺一絵 第1・第3金曜日

第1・第3・第4
日曜日

第1・第3月曜日

絵手紙
10：00～

12月のボランティアカレンダー

ユープラザうたづニュース ハーモニーホール　12月

ライブラリーうたづニュース 

12月の
休館日

ライブラリーうたづ 3日㈪・10日㈪・17日㈪・21日㈮・28日㈮～31日㈪

3日㈪・10日㈪・17日㈪・28日㈮～31日㈪ユープラザうたづ

▶日　時　12月8日（土）
　　　　　午後2時～3時
▶場　所　ユープラザうたづ　１階　視聴覚室
▶その他　クリスマスのお話、ハンドベル演奏、
　　　　　折り紙あそびなど、盛りだくさん
▶定　員　50人（要申込）
▶申込先　ライブラリーうたづ　蕁49-8025

家庭でいらなくなった本をお互いに持ちより、
交換する「本の交換会」を実施します。
▶日　時　12月22日（土）～23日（日）
　　　　　午前10時～午後4時
▶場　所　ユープラザうたづロビー
▶その他　当日、一人10冊までの持ち寄りとさせてい

ただきます。参考書・教科書・専門書・雑
誌などはご遠慮ください。

◎クリスマス会

上記については、予告なく変更することがあります。
●問い合わせ先　ユープラザうたづ　☎49－8020

１日（土）

２日（日）

８日（土）

15日（土）

16日（日）

20日（木）

23日（日）

24日（月）

青山幼稚園音楽発表会

ユープラザうたづ・クリスマスコンサート

第14回ショパン国際ピアノコンクール in ASIA 四国地区大会

宇多津幼稚園表現発表会

藤間勘清　偲ぶ会　日本舞踊公演

ピアノ発表会

ギター講座発表会

宝くじ文化公演　桂文珍独演会（チケットは完売しています）

宇多津コーロ・フィオーレ　結成30周年コンサート

ピアノ発表会2件

新
着
新
着
新
着

図
書
案
内

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
う
た
づ

こおりのなみだ

児
童
書

ジャッキー・モリス著

中井俊巳著著 シェリー・ダスキー・リンカー

おやすみ、
はたらくくるまたち

クリスマスの
うたものがたり

ノエル
道尾秀介

一
般
書

著

モーリス・ルブラン著

ルパン、
最後の恋

光圀伝
冲方丁著

◎本の交換会

●問い合わせ先　ライブラリーうたづ　☎49－8025　その他の行事については、　ユープラザうたづ　☎49－8020
●12月24日（月）は通常通り開館いたします。
●ユープラザうたづ・ライブラリーうたづは、年末年始12月28日（金）から１月４日（金）まで休館。
　年始は１月５日（土）から開館します。
●年末年始の休館日の間は返却ポストもご利用できません。返却は１月５日以降にお願いいたします。
　大変ご不便をおかけしますがご理解、ご協力の程お願い申し上げます。
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18と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

県認定

★304 号入居可  ★家賃補助  ★夫婦用設計  ★日常安否確認
★救急通報システム  ★担架用エレベーター  ★入居手数料なし

「
ｉ
タ
ウ
ン
講
演
会
」

　
情
報
化
時
代
に
お
け
る
イ
メ
ー

ジ
豊
か
な
情
報
発
信
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
基
調
講
演
や
プ
レ
ゼ
ン

な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
12
月
６
日
（
木
）

▽
午
後
１
時
30
分
〜（
午
後
１
時

開
場
）

○
基
調
講
演
「
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ

ス
を
活
用
し
た
新
た
な
街
づ
く

り
と
ｉ
タ
ウ
ン
」

○
講
師
　
中
山
五
輪
男 

氏

　（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
首

席
エ
ヴ
ァ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
）

▽
午
後
３
時
10
分
〜

　
プ
レ
ゼ
ン
「
ｉ
タ
ウ
ン
宇
多
津

劇
場
に
向
け
て
」

▽
午
後
３
時
30
分
〜

　
中
山
氏
と
谷
川
町
長
の
対
談

　
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

　
　
無
料

　
　
町
総
務
課
（
49
ー

８
０
１
３
）

平
成
24
年
第
４
回
定
例
会

　
本
会
議
・
常
任
委
員
会
は
傍
聴

が
で
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
町
議
会
事
務
局

　
　（
49
ー

８
０
１
４
）

平
成
25
年
成
人
式

　
成
人
式
は
１
月
13
日
（
日
）、

ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ
で
開
催
し
ま

す
。
教
育
委
員
会
で
は
、
該
当
者

名
簿
の
作
成
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平
成

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
対
象

で
す
。
該
当
者
に
は
、
12
月
中
頃

ま
で
に
案
内
状
を
郵
送
し
ま
す
。

　
案
内
状
が
届
か
な
い
方
や
住
民

票
を
他
市
町
に
異
動
し
た
方
で
、

町
の
成
人
式
へ
の
出
席
を
希
望
す

る
方
は
、
12
月
21
日
（
金
）
ま
で

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※

成
人
式
の
運
営
に
協
力
で
き
る

新
成
人
の
方
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
生
涯
学
習
課（

49
ー

８
０
０
７
）

四
国
医
療
専
門
学
校
記
念
講
演

「
必
ず
来
る
巨
大
地
震
に

ど
う
備
え
る
か
」

　
四
国
医
療
専
門
学
校
は
、
宇
多

津
町
移
転
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
を
招
い
た
防
災
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
　
１
月
８
日
（
火
）

　
　
午
前
11
時
〜
正
午

　
　
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

　
　
　
香
川
大
学
工
学
部
安
全

　
　
　
シ
ス
テ
ム
建
設
工
学
科

　
　
　
野
田
　
茂
・
教
授

　
　
先
着
50
人

　
　
無
料

　
　
12
月
28
日
（
金
）

　
　
　
四
国
医
療
専
門
学
校

　
　
　（
41
ー

２
３
２
３
）

「
う
た
づ
海
ホ
タ
ル
」

　
　
　
　
年
末
年
始
の
営
業
日

〇
12
月
28
日
（
金
）
ま
で
通
常
営

業
〇
12
月
29
日
（
土
）〜
１
月
３
日

（
木
）
休
館

※

な
お
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
（
ポ
ン

ポ
ン
）
は
、
12
月
31
日
（
月
）
午

後
３
時
ま
で
営
業
、
１
月
１
日

（
火
）
休
業
、
１
月
２
日
（
水
）

正
午
か
ら
営
業

定締 講
師

と　
き

と　
こ
　
　
ろ料申

問

と　
き

と　
こ
　
　
ろ料問

問

問

12 ／ 11（火）

12／ 13（木）

12／ 14（金）

12／ 17（月）

12／ 18（火）

12／ 19（水）

12／ 20（木）

本会議（議案上程、提案説明等）

総務民生建設教育合同委員会

総務民生常任委員会

建設教育常任委員会

本会議（委員長報告、採決等）

本会議（一般質問）

日　時 会　議　内　容

全員協議会終了後

9:30

開　会

本会議場

委員会室

本会議場

場　所

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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広告

診療時間　午前 9：00～12：00　午後 2：00～6：00
休診日／木曜・日曜・祝日
　　　　幼児、学童、思春期、青年期のこころの悩みの相談

　　　　臨床心理士による各種検査カウンセリング

宇多津町浜六番丁 78番地 12　ホテルサンルート南側

予約制　☎ 0877-56-7358
電話受付／ 8：45～18：00

広告

より快適に、より心地よく、新しいライフスタイルを！！
物置・カーポート・テラス・ウッドデッキ・新築・リフォーム外構の設計・施工

宇
多
津
コ
ー
ロ
・
フ
ィ
オ
ー
レ

結
成
30
周
年
コ
ン
サ
ー
ト

　
全
国
大
会
６
回
出
場
の
町
内
の

お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
宇
多
津
コ
ー
ロ
・
フ
ィ
オ
ー
レ
」

が
結
成
30
周
年
を
迎
え
、
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。

　
今
回
、「
未
来
へ
向
か
っ
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
懐
か
し
い
山
口
百

恵
さ
ん
の
曲
な
ど
、
心
に
響
く
歌

声
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

会
場
で
は
、
30
周
年
の
歩
み
の
写

真
パ
ネ
ル
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
会
員
も

募
集
中
で
す
。

　
　
12
月
23
日
（
日
）

　
　
午
後
１
時
30
分
開
場

　
　
午
後
２
時
開
演

　
　
ユ
ー
プ
ラ
ザ
う
た
づ

　
　
１
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

　
　
近
藤

　（
０
９
０
ー

６
２
８
８
ー

７
３
４
１
）

年
末
年
始
の交

通
安
全
県
民
運
動

　
今
年
は
中
讃
地
域
で
交
通
事
故

が
相
次
ぎ
、
４
度
の
「
交
通
死
亡

事
故
多
発
警
報
」
が
発
令
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
、
高
齢
者
や

横
断
歩
道
で
の
死
亡
事
故
が
目
立

っ
て
い
ま
す
。
車
を
運
転
さ
れ
て

い
る
方
は
歩
行
者
優
先
の
意
識

を
、
歩
行
者
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
見

や
す
い
服
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
県
交
通
安
全
県
民
会
議
は
、
12

月
10
日
か
ら
１
月
10
日
ま
で
の
32

日
間
、
交
通
安
全
県
民
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

　
年
末
年
始
は
、
人
や
車
の
往
来

が
増
え
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど

で
飲
酒
の
機
会
も
多
く
な
り
、
重

大
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
を
心
が
け
、
交
通

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
交
通
安
全
県
民
運
動
重
点
目
標

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
飲
酒
運
転
の
根
絶

③
交
差
点
及
び
交
差
点
付
近
で
の

交
通
事
故
防
止

④
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

無
料
開
放

　
角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル
開

館
記
念
日
の
12
月
８
日
を
祝
し
て
、

無
料
開
放
し
ま
す
。

　
　
12
月
９
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※

小
学
３
年
以
下
は
保
護
者
同
伴

※

水
泳
帽
子
は
必
ず
着
用

　
　
角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

　
　（
49
ー

４
７
７
０
）

ご
存
知
で
す
か
？

検
察
審
査
会

　
交
通
事
故
・
詐
欺
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が

そ
の
被
疑
者
を
起
訴
（
裁
判
に
か

け
る
こ
と
）
し
て
く
れ
な
い
。
ど

う
も
納
得
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う

な
不
満
を
お
持
ち
の
方
は
、
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局

　
　（
23
ー

５
２
８
１
）

ひ
き
こ
も
り
支
援
者
研
修
会

　
　
12
月
17
日
（
月
）

　
　
午
後
２
時
〜
４
時

　
　
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

講
演
　「
ひ
き
こ
も
り
当
事
者
と

　
　
そ
の
家
族
の
理
解
と
支
援
に
つ
い
て
」

講
師
　
香
川
大
学
大
学
院

　
教
育
学
研
究
科

　
　
　
　
　
竹
森
　
元
彦
・
教
授

　
　
ひ
き
こ
も
り
の
家
族
お
よ
び

　
高
校
・
市
町
関
係
者
な
ど

　
　
50
人
程
度

　
　
無
料

　
　
12
月
14
日
（
金
）

　
　
　
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　（
24
ー

９
９
６
３
）

み
ん
な
で
お
宮
さ
ん
の

掃
除
を
し
よ
う

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
会

　
　
　
た
こ
の
会
・
神
社
総
代
会

　
正
月
の
前
に
、
皆
さ
ん
一
緒
に

お
宮
さ
ん
の
掃
除
を
し
ま
せ
ん

か
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
12
月
23
日
（
日
）
午
前
８
時

　（
雨
天
の
場
合
は
24
日
）

　
　
前
川
（
49
ー

０
４
１
６
）

と　
き

と　
こ
　
　
ろ

と　
き

と　
こ
　
　
ろ

料問

と　
き問

と　
き問

問

締 料 定申 対
問
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20と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

平
成
25
年
度
募
集

ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
事
業

　
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
は
、
住

民
が
自
ら
行
う
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、活
動
を
始
め
た
り
、ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
た
り
す
る
時
に
必
要

な
資
金
を
助
成
す
る
事
業
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
利
用
す
る

目
的
で
行
う
空
き
家
の
改
修
や
遍

路
道
に
面
し
た
建
築
物
等
の
外
観

の
改
修
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
た
め

の
機
材
の
購
入
な
ど
ハ
ー
ド
か
ら

ソ
フ
ト
ま
で
幅
広
く
利
用
で
き
ま

す
。

　
制
度
の
詳
し
い
内
容
、
申
請
書

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
事
業
期
間

　
平
成
25
年
４
月
１
日
〜

　
平
成
26
年
３
月
31
日

▽
応
募
期
間

　
平
成
25
年
１
月
４
日
（
金
）〜

　
１
月
15
日
（
火
）

※

応
募
相
談
は
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
　
町
政
策
調
整
室

　
　（
49
ー

８
６
０
０
）

冬
休
み
子
ど
も
水
泳
教
室

　
　
　
　
　
　（
初
心
者
）

　
プ
ー
ル
で
泳
ぐ
楽
し
さ
を
体
験

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
12
月
23
日（
日
）〜
26
日（
水
）

　
午
前
11
時
〜
正
午

　
　
角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

　
　
小
学
３
年
生
〜
６
年
生
の

　
初
心
者
（
25
㍍
泳
げ
な
い
人
）

　
　
10
人
（
先
着
順
）

　
　
無
料

　（
プ
ー
ル
使
用
料
は
必
要
）

　
　
申
込
書
を
プ
ー
ル
受
付
に

　
直
接
提
出

　
　
角
山
運
動
公
園
温
水
プ
ー
ル

　
　（
49
ー

４
７
７
０
）

定 対 と　
き

と　
こ
　
　
ろ料申問

問

問

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

募
　
集

①始めの一歩

②まちづくり一歩前へ

③まちづくり大きな一歩

④古街街並み修景

4万円

40万円

1000万円

200万円

助成概要

コース 助成額（上限）

5分の4

5分の4

5分の4

3分の2

助成率

書　類

公　開

公　開

公　開

審査方法

香川県建築設計協同組合
（県庁住宅課分室）
（087－832－3587）

募　集　月
申込期間
募集団地
入居資格

6月・9月・12月・3月（年4回）
上記の月の1日からおおむね10日間
お問い合わせください
①住宅に困窮している
②同居親族、または同居しようとする親族がいる
③収入が所定の基準に該当している
④県税などの滞納がない
⑤暴力団員でない

県営住宅入居者募集

①から⑤の全てに
該当する人

※県営住宅募集団地一覧は、申込
期間初日の約10日前に、住宅課
分室または香川県ホームページ
で閲覧できます。
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９．申請内容確認のための面接（申請を受付けた方対象）

　　平成24年1月28日（月）～平成24年2月1日（金）

　　平成25年に訂正　　　  平成25年に訂正

平
成
25
年
度

「
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
」

入
会
受
付

　
放
課
後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
は
、

共
働
き
な
ど
留
守
家
庭
の
10
歳
未

満
の
児
童
を
対
象
に
、
放
課
後
に

適
切
な
遊
び
場
や
生
活
の
場
を
提

供
し
、
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
て
い
ま

す
。

○
対
象
児
童

保
護
者
が
午
後
５
時
ま
で
就
労

し
て
い
る
、
放
課
後
留
守
家
庭

の
児
童
（
宇
小
・
北
小
の
新
１

〜
３
年
生
）。

※

原
則
、
町
内
に
祖
父
母
が
在
住

す
る
場
合
は
対
象
外
で
す
が
、

事
情
に
よ
り
相
談
に
応
じ
ま

す
。

○
活
動
場
所

宇
小
校
区…

小
学
校
空
き
教
室

北
小
校
区…

キ
ッ
ズ
プ
ラ
ザ
う

た
づ
・
北
小
学
校
１
教
室

○
申
請
書
の
配
付
と
受
付
期
間

　
１
月
15
日
（
火
）〜
18
日
（
金
）

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
キ
ッ
ズ

プ
ラ
ザ
う
た
づ
内
）
で
配
布
・

受
け
付
け
し
ま
す
。
期
間
厳
守
。

※

電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん
。

○
申
請
内
容
確
認
の
面
接

　（
申
請
さ
れ
た
方
が
対
象
）

　
１
月
28
日（
月
）〜
２
月
１
日（
金
）

　
午
後
４
時
〜
６
時

町
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

（
49
ー

８
０
０
７
）
に
て
面
接
。

　
　
町
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　（
49
ー

３
４
６
０
）

訂
正

　
新
１
年
生
を
対
象
に
、
就
学
時

健
康
診
断
時
に
配
付
し
て
い
る

「
平
成
25
年
度
　
宇
多
津
町
放
課

後
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
の
入
会
受
付

に
つ
い
て
」
の
内
容
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し

ま
す
。

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
平
成
25
年
度
第
１
学
期
（
４
月

入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て

学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心
理

学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を

学
べ
ま
す
。

　
資
料
は
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
　
２
月
28
日
（
木
）

　
　
放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　（
０
８
７
ー

８
３
７
ー

９
８
７
７
）

く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ス

　「『
注
文
の
あ
っ
た
健
康
食
品
を

代
金
引
換
で
送
り
ま
す
』
と
電
話

が
あ
っ
た
が
注
文
し
た
覚
え
は
な

い
」
と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
消
費
者
が
承
諾
し
て
い
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
一
方
的
に
商
品
を

送
り
つ
け
ら
れ
た
場
合
、
代
金
支

払
い
の
義
務
は
な
く
、
受
け
取
る

必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
勧
誘
さ
れ

て
も
必
要
な
け
れ
ば
は
っ
き
り
と

断
り
、
商
品
も
安
易
に
受
け
取
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
業
者

名
や
連
絡
先
を
確
認
し
て
お
く
こ

と
も
大
切
で
す
。

　
　
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
０
８
７
ー

８
３
３
ー

０
９
９
９
）

８．申請書の配布と受付期間

　　平成25年1月15日（火）～平成24年1月18日（金）

　　　　　　　　　　　　  平成25年に訂正

自衛官等採用試験

自衛隊丸亀地域事務所（23-6420）

15歳以上17歳未満の男子（平成25年4月1日現在）

陸上自衛隊高等工科学校生徒（中学校卒業者等を採用する制度）
一般採用試験

1月7日（月）
1次　1月19日（土）

香川県内

推薦採用試験

12月7日（金）
１月中旬頃

高等工科学校（神奈川県横須賀市）
問

締問問

問

応 募 資 格
締 め 切 り
試　験　日
試 験 会 場
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22と　
き 内主日時 場所と　

こ
　
　
ろ 主催 内容 料

料

費用 対対象者 締期限 期期間定定員 他その他 申申し込み 問お問い合わせ

と　
き

生活福祉研究室生活福祉研究室生活福祉研究室生活福祉研究室
＊新規開塾しました！　

生活福祉研究室　～こども生活支援塾【寄り道】～
　　　　　塾生募集（宿題と心をサポートする塾）
・宿題など学習指導を行い、専門職が心の成長などサポート致します。
・放課後のこどもの居場所として・・・。しつけや礼儀など様々な経験を・・・。
・人間関係など心の支援・相談も行います。
　引きこもり不登校や学習障害など（相談可）
対象者：小学校1年～6年生（5，6歳児や中学生については要相談）　　　
　　　　　　　
　開塾時間：平日15：00～19：00　土曜日　9：00～12：00
　月　　謝：1万3千円～　　　
　問い合せ：宇多津町十楽寺350-13（旧三菱団地入口）　　
　　　　　　電話41-9561（生活福祉研究室）　　　　井上まで

県
下
10
㎞
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
・

新
春
子
ど
も
健
脚
大
会

宇
多
津
体
育
協
会
陸
上
部

　
　
１
月
２
日
（
水
）

▼
種
目

　
①
10
㎞
の
部

　
　（
高
校
生
以
上
男
子
・
女
子
）

　
②
５
㎞
の
部

　
　（
40
歳
以
上
の
男
子
・

　
　
　
高
校
生
以
上
の
女
子
）

※

①
②
は
表
彰
の
区
別
な
し

　
③
３
㎞
の
部（
中
学
生
の
男
子
）

　
④
３
㎞
の
部（
中
学
生
以
上
女
子
）

○
小
学
生
の
部

　
⑤
１
〜
４
年
生
　
１
㎞

　
⑥
５
〜
６
年
生
　
１
・
５
㎞

　（
学
年
別
に
ス
タ
ー
ト
）

※

保
護
者
の
承
諾
書
が
必
要

※

雨
天
の
場
合
は
、
体
育
館
シ
ュ

ー
ズ
を
用
意

▼
コ
ー
ス

　
宇
多
津
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
〜

　
大
束
川
堤

▼
集
合
場
所

　
宇
多
津
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

▼
日
程

○
小
学
生
の
部

　
受
付…

…
…

午
前
７
時
30
分

　
開
会
式…

…
午
前
８
時

　
ス
タ
ー
ト…

午
前
８
時
30
分

○
小
学
生
の
部
以
外

受
付…

午
前
９
時
〜
９
時
40
分

ス
タ
ー
ト…

午
前
10
時

▼
資
格
　
競
技
に
耐
え
う
る
体
力

を
有
し
、
10
㎞
を
50
分
、
５
㎞

30
分
以
内
で
走
る
こ
と
が
で
き

る
人

▼
記
録
は
、
上
位
６
位
ま
で
計
測

　
　
12
月
21
日
（
金
）

※

当
日
申
し
込
み
も
可

　
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、

車
に
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
　
　
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　
生
涯
学
習
課
（
49
ー

８
０
０
７
）

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
相
談
会

　
毎
月
第
２
水
曜
日
に
ダ
ン
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
の
相
談

会
を
行
い
ま
す
。
現
在
、
実
施
中

の
方
や
興
味
の
あ
る
方
は
、
自
由

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
毎
月
午
後
３
時
〜

　
　
町
住
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　（
49
ー

８
０
０
０
）

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
宇
多
津
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
＆
キ
ラ
キ
ラH

appy

ベ
ル

　
　
12
月
22
日(

土)

　
　
午
後
１
時
〜
２
時

ク
リ
ス
マ
ス
★

　
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
ワ
ー
ル
ド

　
オ
ッ
★
ペ
ン
ギ
ン
キ
ッ
ズ
他

　
　
12
月
24
日(

月)

　
　
午
前
11
時
〜
正
午

　
　
う
た
づ
海
ホ
タ
ル

　
　
無
料

　
　
う
た
づ
海
ホ
タ
ル

　
　
　
　
　
　(

49
ー

０
８
６
０)

入
札
結
果
等
情
報

　
10
月
に
執
行
さ
れ
た
工
事
お
よ

び
業
務
の
入
札
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

5～6年 B 1.5km折返し

1～4年 A

3km

5km

10km

スタート・ゴール

1km折返し

①10kmの部…2周して南門からゴール

　（高校生以上の男女）

②5kmの部…1周して北門からゴール

　（40歳以上の男子・高校生以上の女子）

③3kmの部…番場橋折返し北門からゴール

　（中学生の男子）

④3kmの部…番場橋折返し北門からゴール

　（中学生以上の女子）

小学生の部

⑤1km…　  地点折返し北門からゴール

　（1～4年生）

⑥1.5km…　  地点折返し北門からゴール

　（5～6年生）

B

A

コース図

締申 他
問

と　
き

と　
き

と　
き 問 と　

こ
　
　
ろ問 と　

こ
　
　
ろ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

ご協力、お願いします。
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育児相談・栄養相談
身体計測・保健師相談・栄養士相談
　 12月18日（火）午前9時30分～11時
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008

児童心理司によるこども相談（要予約）
子育てや子どもの発達に関する相談など
　 12月12日（水）午後1時30分～4時30分
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

言語聴覚士によることばの相談（要予約）
　 12月3日（月）午後1時15分～4時15分
　 12月17日（月）午前9時～正午
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

子育て相談コーナー
子育てに関すること、いじめ、虐待など
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町保健福祉課　蕁49－8003

子ども教育相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 少年育成センター
　 少年育成センター　蕁49－4001

障害者相談（身体・知的・精神）　
　　　　　　　　　　　（要予約）
　 月～金
　　　 町保健福祉課　蕁49－8003

身体障がい者相談（要予約）
　 第3金曜日　午後1時30分～3時
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

介護相談・ボランティア相談
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

電話相談
福祉を中心としたあらゆる相談
　 月～金　午前9時～午後5時
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

高齢者相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 地域包括支援センター（保健センター1階）
　 地域包括支援センター　蕁49－8740

健康相談
　 毎週水曜日　午前9時～11時30分
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008
　 第1・3月曜日　午後12時30分～3時
　 やすらぎプラザ
　 地域包括支援センター　蕁49－8740
　 第2金曜日　午前9時～11時
　 サポートセンター
　 地域包括支援センター　蕁49－8740

病態栄養相談（要予約）
　 12月5日（水）・19日（水）
　 午前9時～11時30分
　 町保健センター健康相談室
　 町保健センター　蕁49－8008

臨床心理士によるこころの相談
　　　　　　　　　　　　（要予約）
ストレスや対人関係の悩みなど
　 12月13日（木）午前9時～正午
　 町保健センター診察室
　 町保健センター　蕁49－8008

行政相談
　 第3金曜日　午後1時～3時
　 町保健センター　2階研修室
　 町総務課　蕁49－8013

人権相談（隔月）
　 12月14日（金）　午前10時～午後3時
　 町保健センター　2階研修室
　 町住民生活課　蕁49－8000

納税相談
　 月～金　午前8時30分～午後5時
　 町税務課
　 町税務課　蕁49－8004

一般相談（要予約）
家庭不和、離婚、財産問題、
老人福祉、母子・父子福祉問題、
その他日常生活のあらゆる問題
　 毎週火曜日　午前9時～正午
　 町福祉センター相談室
　 町社会福祉協議会　蕁49－0287

交通相談
　 第3金曜日（通常毎月第4金曜日）
　 午前9時～午後3時
　 うたづ安全安心ステーション
　 町住民生活課　蕁49－8000
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問

①
浜
一
、
二
、
三
、
四
番
丁
（
イ
ベ
ン
ト
広
場…

浜
三
番
丁
24
番
地
1
）
12
／
14
・
28　

②
浜
五
番
丁
（
一
号
児
童
公
園
）
12
／
12
・
26　

③
浜
六
番
丁
（
二
号
児
童
公
園
）
12
／
13
・
27

④
浜
七
、
八
、
九
番
丁
（
中
央
公
園
東
側
入
口
）
12
／
11
・
25　

※

各
場
所
に
午
前
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。  

⑤
町
内
全
域
（
町
役
場
駐
車
場
）
毎
週
土
曜
日　

※

正
午
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿

祝
日
等
の
可
燃
ご
み
収
集

　
ご
み
の
収
集
日

●
火
・
金
の
収
集
地
域

　
12
月
28
日
（
金
）
ま
で

●
月
・
木
の
収
集
地
域

　
12
月
31
日
（
月
）
ま
で

　
年
始
は
、
１
月
４
日
（
金
）
か

ら
収
集
し
ま
す
。
年
始
は
、
燃
え

る
ご
み
の
量
が
多
い
と
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
次
の
日
は
午
前
７
時

30
分
か
ら
収
集
し
ま
す
。

燃
え
る
ご
み

●
火
・
金
の
収
集
地
域

　
１
月
４
日
（
金
）
か
ら

●
月
・
木
の
収
集
地
域

　
１
月
７
日
（
月
）
か
ら

燃
え
な
い
ご
み

●
１
月
９
日
（
水
）

　
午
前
８
時
30
分
か
ら

※

町
役
場
で
の
12
月
29
日
（
土
）

の
資
源
ご
み
収
集
は
、
通
常
（
年

内
最
終
）
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　
し
尿
の
収
集
日

　
年
末
は
12
月
28
日
（
金
）
ま
で
、

年
始
は
１
月
４
日
（
金
）
か
ら
収

集
し
ま
す
。

　
年
末
の
く
み
取
り
の
申
し
込
み

は
必
ず
14
日
（
金
）
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
年
内
分

の
受
け
付
け
は
し
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
年
始
以
降
の

く
み
取
り
分
申
し
込
み
は
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

　
祝
日
等
の
可
燃
ご
み
収
集

　
12
月
24
日
（
振
、
月
・
木
収
集

地
域
）
は
、
通
常
ど
お
り
収
集
を

行
い
ま
す
。
午
前
８
時
30
分
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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住
民
生
活
課
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８
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角
山
環
境
セ
ン
タ
ー

　
可
燃
ご
み
の
受
け
入
れ

　
祝
日
等
の
可
燃
ご
み
の
受
け
入

れ
も
行
っ
て
い
ま
す
。（
受
入
時
間

午
後
２
時
〜
４
時
、
有
料
、
年
末

は
28
日
ま
で
、
年
始
は
４
日
か
ら
）

　
　
角
山
環
境
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　(

49
ー

４
５
１
１)

問問

12月25日（火）
●住民税（第 4期）
●国民健康保険税（第 6期）
●介護保険料（第 6期［12月分］）
1月4日（金）
●後期高齢者医療保険料
　　　　　　　（第 6期［12月分］）

今月の納期限
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ごみ・し尿係 49－8000
戸籍・住民票係・年金 49－8002
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

福祉・保育所 49－8003
jyumin@town.utazu.kagawa.jp

国民健康保険・長寿医療・介護保険
49－8001

jyumin@town.utazu.kagawa.jp

49－8008
hoken-c@town.utazu.kagawa.jp

49－8004
zeimu@town.utazu.kagawa.jp

49－8005

49－8007
kyouiku@town.utazu.kagawa.jp

上水 49－8010
下水 49－8011

suidou@town.utazu.kagawa.jp

土木・建築・町営住宅 49－8012
kensetsu@town.utazu.kagawa.jp

49－8600
seisaku@town.utazu.kagawa.jp

49－8009
sangyo@town.utazu.kagawa.jp

49－8013
soumu@town.utazu.kagawa.jp

49－8014
gikai@town.utazu.kagawa.jp

49－8740

人口の動き（11／1現在推計値）●人口　…18,590人（前月比 －13人）（男）9,109人（女）9,481人　●世帯数　8,149世帯（前月比 －12世帯）

各課連絡先電話番号・メールアドレス

宇多津町ホームページアドレス
http://www.town.utazu.kagawa.jp

パソコン、携帯、スマートフォンのどれからも
みることができます

utazu589001@once.88island.jp
・子育て支援情報
・町からのお知らせ
・防災情報など

子育て･生活情報配信「くらしナビ」登録コーナー

〈住民生活課〉

〈保健福祉課〉

〈健康増進課〉

〈保健センター〉

〈税務課〉

〈出納室〉

〈教育委員会〉

〈水道課〉

〈建設課〉

〈政策調整室〉

〈産業振興課〉

〈総務課〉

49－8027
kikikanri@town.utazu.kagawa.jp

〈危機管理課〉

〈議会事務局〉

〈地域包括支援センター〉
49－8028〈相談支援センター〉

慌ただしい12月。１日の活動源はバランスのよい朝ごはんから。慌ただしい12月。１日の活動源はバランスのよい朝ごはんから。慌ただしい12月。１日の活動源はバランスのよい朝ごはんから。慌ただしい12月。１日の活動源はバランスのよい朝ごはんから。慌ただしい12月。１日の活動源はバランスのよい朝ごはんから。
　2012年もあと１か月。街には色とりどりのイルミネーションが美しく輝き、クリスマスの楽しい音楽が
響いています。毎年この時期が来ると、１年はあっという間に過ぎてしまうと感じますが……。今年はどんな
１年でしたか？　年末が近づくにつれ、何かと慌ただしく過ぎてしまいますが、バランスの良い食事と十分な
睡眠で体調を整え、寒さに負けず元気に過ごしましょう。空気が乾燥して風邪をひきやすいので、うがい・手
洗いも忘れずに！　今月の下旬から、冬休みが始まりますね。寒くても早起きをして、朝ごはんをしっかり食
べて、１日の活動の源を補給しましょう。特に、若い世代の方に朝食を欠食する傾向がみられます。朝は時間
がなくて……という方も、いつもより少し早起きして、体を温めて１日をスタートさせてみませんか？
　今月は簡単にできる朝ごはんのメニューとして、ご飯にもパンにも合う野菜たっぷりスープを紹介します。
温かいスープは、寒い季節にもぴったりです。ぜひお試しください。

野菜たっぷりミネストローネ
【材料】（4人分）

【作り方】

タマネギ　　1／2個
ジャガイモ　小2個
キャベツ　　80ｇ
ニンニク　　2かけ
水　　　　　800㏄
食塩　　　　少々
チーズ　　　適量

ベーコン　　　20ｇ
ニンジン　　　1／2本
オリーブ油　　大さじ1／2
固形コンソメ　2個
トマト水煮缶　300ｇ
こしょう　　　少々
パセリ　　　　適量

①ニンニクはみじん切りにし、ベーコンは１センチ幅に切る。
②タマネギ、ジャガイモ、ニンジン、キャベツはすべて１
センチ角に切る。
③鍋にオリーブ油を入れて熱し、ニンニクを入れて弱火で
炒め軽く色をつける。
④③にベーコンを入れて炒める。
⑤④にニンジン、タマネギを加えて炒め、塩をひとつまみ
加え、タマネギがしんなりするまで炒める。さらにキャ
ベツを加え炒める。

⑥トマトの水煮を加え、水とローリエ（あれば）を
加えて煮る。
⑦沸騰したら、コンソメを加えアクが出てきたらす
くいながら、15分くらい煮込む。
⑧ジャガイモを加え、15分コトコト煮て、塩・こし
ょうで味を調える。
⑨器に注ぎ、粉チーズとパセリをのせる。

糖尿病予防・高血圧予防料理教室の案内
12月6日（木）・20日（木）午前9時30分から、保健センター2階（調理室・和室）で開催します。町に住民票
がある方であれば、どなたでも参加できます。申し込みが必要です。詳しくは広報10ページをご覧ください。
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